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研究成果の概要（和文）： 

本研究は小さき存在としての子どもが「児童」となる様態を「学校的社会化」として概念化し、
相互行為分析・歴史資料分析の２つの方法を用いることで日本における独特な歴史性をもった
「学校的社会化」の様態と「児童」の成立過程を明らかにした。さらに発展的課題としていじ
め問題に着目し、学校教育における「児童生徒」観、「教師」観の今日的な特質と課題の探究に
着手した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We conceptualized the process of school socialization where children as small existence 

were transformed into ‘Jido’(=pupil). Historically unique process of school 

socialization in Japan was clarified by using two research methods, interaction analysis 

of visual data and sociological analysis of historical documents. Another attempt to 

describe recent features of the image of teachers and students in modern Japan was done 

focusing bullying problems. 
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１． 研究開始当初の背景 
従来子どもの変容は個体主義的な成長・発

達の観点から研究されてきた。だが小さき存
在である子どもが学校生活のなかで主体性

をもった「児童」へと変容していくことは極
めて文化的・社会的特質に満ちた事象である。
本研究グループは、これまで子どもの「社会
化」をテーマに研究を蓄積し、平成 19 年度
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～21 年度科学研究費補助金基盤研究(C)「問
題行動・指導・評価をめぐる歴史・社会学的
研究:子どもへの＜まなざし＞に着目して」
(課題番号 19530761、研究代表者：北澤毅）
において、従来の社会化概念とは一線を画し
た教育場面特有の社会化過程のあり方を研
究成果として提示してきた。本研究は上記の
研究成果を踏まえ、子どもが「児童」へと変
容する様態を「学校的社会化」と定義し、そ
のメカニズムを教育学・社会学・歴史社会学
的視座から解明することを目指す。 
 
２．研究の目的 
本研究では、小さき存在である子どもが＜

児童になる＝児童の成立＞の様態を「学校的
社会化」と定義し、その文化的・社会的メカ
ニズムを明らかにすることを目的とする。さ
らに日本における「児童」観の歴史性に着目
しながら、今日的な教育問題への接近も試み
ていく。そのために本研究では、＜児童の成
立＞に接近するために、(1)ミクロ社会学的
な相互行為分析と、(2)歴史社会学的分析の
２つの方法的主軸に依拠しつつ、両者を接合
させることで、日本における子どもの「学校
的社会化」の様相を解明していく。 
 
３．研究の方法 
上記「２．研究の目的」で示したように、

本研究では(1)ミクロ社会学的な相互行為分
析と、(2)歴史社会学的分析の２つの手法を
とる。 
 
【手法(1)相互行為分析（社会化論）】 
子どもが「児童」へと社会化されていく場

面は、学校という特殊な空間の成員としての
所作や思考を獲得する場面であるといえる。
だが、従来の社会化研究ではそのメカニズム
が十分に明らかにされてきたとはいえず、と
りわけ教育研究領域においては個体帰属主
義的な発達観に基づく説明に偏重してきた
傾向がある。それに対し本研究では、子ども
が学校空間の成員である「児童」となる場面
を、ウィトゲンシュタイン(Wittgenstein, 
1953)の述べた「生活形式の一致」が成立し
ている場面として認識し、その文化的・社会
的な特質に接近するものである。 
 
【手法(2)歴史社会学的分析（言説分析）】 
我々が日常的な風景のなかで自明視する

「学校的」なるものや「児童」という存在を
相対化するために、その成立過程を歴史的に
解明することを狙いとする。その際に用いら
れる素材が個性調査簿であるが、学校という
社会装置における「個性」は、子どもたちを
学校の成員として同化すると同時に差異化
する試みであったと考えられる。すなわちフ
ーコー（Foucault, 1966, 1972, 1975）が提

示した人間の類型化とそれに伴った新たな
主体‐客体の成立過程がそこに見てとれる
ように思われる。このような「児童」（観）
の有する歴史性に着目することで、ともすれ
ば自明視される傾向にある日本独特の「学校
的」なるものへ接近し、「学校的社会化」の
総体を描き上げることを目指す。 
 
本研究では以上のような手法を主として

エスノメソドロジー・社会的構築主義の立場
から進め、日本における子どもの「学校的社
会化」の様相を明らかにするとともに、発展
領域として今日的教育問題に対する各教育
学分野に新たな視座をもたらすこととする。
なおその探究は以下のように図式化される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
各年度の研究成果を以下に示す。 

 
【平成 22 年度】 
当年度は研究実施計画にもとづき、(1)「映

像データ分析に基づく学校的社会化過程の
実証的解明」(2)「個性調査簿分析による『個
性』概念の成立と変遷過程の解明」の２つの
テーマへの接近を試みた。 
まず(1)においては、本研究の一環として

蓄積された映像データから分析を行い、その
成果を日本教育社会学会第 62 回大会（関西
大学）において発表した。 
次に(2)においては、本研究の前身である

平成 19 年度～21 年度科学研究費補助金基盤
研究(C)「問題行動・指導・評価をめぐる歴
史・社会学的研究:子どもへの＜まなざし＞
に着目して」（課題番号 19530761、研究代表
者：北澤毅）において収集した明治期以降の
小学校の学籍簿・個性調査簿等の歴史的史料
の収集を継続して行った。当年度は茨城県
（2010 年 5 月～7月）と山形県（2010 年 9 月）
の小学校に保存されている各種調査簿等の
収集を終え、データベース化に着手した。ま
た、「児童」という小さき存在を介した日本
独自の教育・学校文化を解明する研究の一環
として、明治期の新聞記事を中心に「児童虐
待」の成立と概念的変遷過程に関する調査も



 

 

並行して開始した。 
 
【平成 23 年度】        
まず(1)においては、本研究の中で蓄積さ

れた映像データから分析を行い、その成果を
日本教育社会学会第 63 回大会（お茶の水女
子大学）において発表した。本発表では、学
校的社会化の一諸相として、①入学間もない
小学校１年生の給食場面において「できるか
もしれないこと」を一律に「できない」もの
として扱う「白紙化実践」、②授業の終局場
面において児童全員が必ずしも理解「できて
いないかもしれないこと」を「できたこと」
にする児童と教師の共働実践を報告した。 
次に(2)においては、①これまでの調査で

収集した明治期以降の小学校で作成・記入さ
れた「個性調査簿」の成立過程と教育実践に
おける表簿の機能、および、②明治期の新聞
記事を中心に「児童虐待」の成立と概念的変
遷過程に関する調査結果を、日本教育社会学
会第 63 回大会（お茶の水女子大学）におい
て発表した。さらに本年度は、茨城県（2010
年 5 月～7月）と山形県（2010 年 9 月）に加
え、長野県内の小学校にも明治期に作成され
た児童の個人情報を記録する各種学校表簿
が現存することを、現地調査により確認した。
これにより、明治期末には各地の学校で児童
一人一人の「個性」を把握し、表簿に記入す
る実践が行われていたことが明らかとなっ
た。 
 
【平成 24 年度】 
本年度は(2)において、明治・大正期に「児

童虐待」を報じた新聞記事の収集・分析を継
続して行い、近代日本における「児童」概念
の成立過程と意味の変遷に関する論文化を
行った。 
さらにこれまでの研究成果をふまえなが

ら、今日的な「児童生徒観」及び「教師観」
を示す問題のひとつとして、本年度より大津
いじめ自殺事件を事例として児童生徒の＜
いじめ自殺＞をめぐる言説実践の実証研究
に着手した。本研究では、大津いじめ自殺事
件を報じた新聞・雑誌・テレビ・インターネ
ットなど各種メディア情報を継続的に収集
し、本件の初期報道の特徴に関する実証研究
を蓄積しつつある。また、現地におもむき報
道関係者や学校関係者にインタビューを実
施し、現場の声の収集も開始している。 
  
以上の研究により蓄積された成果は、研究

成果報告書『学校的社会化の現状と歴史に関
する研究：＜児童の成立＞の解明に向けて』
(2013）にまとめられている。本報告書は、「第
１部 学校的社会化の現在」「第２部 学校
的社会化の歴史」「第３部 『いじめ問題』
の解読」から構成されている。第１部は、小

学校で収集した映像データの分析から学校
的社会化の諸相を論じた実証研究により構
成されている。第２部には、明治・大正期に
記録された個性調査簿及び学籍簿等の史資
料から、当時の教師・児童概念および教師に
よる児童理解の実践を明らかにした実証研
究が収録されている。第３部では、2012 年に
再燃した「いじめ問題」をメディア報道の言
説実践と教育関係者へのインタビューから
記述することを試みた論稿が収録されてい
る。本報告書は、学校的社会化の現状と歴史、
及び児童観の形成の様態を包括する論文集
であり、＜子ども＞（＝児童生徒）をめぐる
今日的な「理解観」の問い直しを目指す本研
究の成果と位置づけることができる。 
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